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と
で
あ
る
が
、
今
は
伝
わ
ら
な
い
中
院
本
原
本
が
あ
り
、
そ
れ
を
直
接
、
ま
た
は
間
接
に
書
写
し

た
も
の
が
京
都
大
学
本
を
は
じ
め
と
す
る
諸
本
で
あ
り
、
禁
裏
御
本
由
来
の
書
入
れ
は
す
べ
て
中

院
本
を
経
由
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
大
石
真
由
香
氏
（「
陽
明
文
庫
所

蔵
「
古
活
字
本
万
葉
集
」
に
つ
い
て
―
校
合
関
係
に
関
す
る
調
査
を
基
に
」「
萬
葉
」
二
〇
八
号　

二
〇
一
一
年
三
月
）
に
よ
り
、
陽
明
文
庫
所
蔵
「
古
活
字
本
万
葉
集
」
の
書
入
が
、
禁
裏
御
本
か
ら

直
接
写
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
大
石
氏
は
そ
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、
中
院
本
系
統
諸
本

巻
二
〇
巻
末
の
今
川
範
正
の
奥
書
「
応
永
廿
五
戊
戌
卯
月
上
旬　

正
五
位
下
源
朝
臣
前
上
総
介
範
政　

判
」
の
「
判
」
の
部
分
に
つ
い
て
、
陽
明
文
庫
所
蔵
「
古
活
字
本
万
葉
集
」
が
花
押
を
そ
の
ま
ま
写

し
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
が
、
実
は
、
京
都
大
学
本
に
も
今
川
範
正
の
花
押
が
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、『
校
本
万
葉
集
』
巻
二
の
末
尾
に
「
別
紙
」
と
し
て
「
前
上
総
介
範
政　
〈
花
押
〉」

と
記
載
が
あ
る
の
だ
が
、
現
在
は
、
そ
の
別
紙
が
巻
二
巻
末
で
は
な
く
、
巻
一
の
墨
付
き
十
一
丁
と

十
二
丁
の
間
に
挟
ま
れ
て
い
る
。
本
文
部
分
と
は
異
な
る
薄
い
紙
で
、花
押
の
部
分
は
、輪
郭
を
と
っ

て
中
を
塗
り
つ
ぶ
し
て
お
り
、
花
押
を
持
つ
奥
書
の
署
名
部
分
を
影
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
別
紙
の
存
在
は
、
京
都
大
学
本
が
今
川
範
正
の
花
押
の
入
っ
た
奥
書
を
持
つ
本
と
関
係
を
持
っ

た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
別
紙
が
書
か
れ
た
の
が
、
京
都
大
学
本
の
書
写
時
で

あ
る
の
か
、
伝
来
の
過
程
で
あ
る
の
か
は
、
判
然
と
し
な
い
の
だ
が
、
書
写
時
で
あ
れ
ば
、
京
都
大

学
本
の
親
本
に
花
押
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
今
は
伝
わ
ら
な
い
中
院
本
原
本
に
今
川
範
正
の
花

押
が
あ
っ
た
可
能
性
が
出
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
、
伝
来
の
過
程
で
、
こ
の
別
紙
が
挟
み
込
ま
れ
た
可

能
性
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
、
陽
明
文
庫
所
蔵
「
古
活
字
本
万
葉
集
」
の
よ
う
な
本
と
の
邂
逅
を
想

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
の
所
、
こ
の
花
押
を
持
つ
本
は
、
陽
明
文
庫
所
蔵
「
古
活
字
本
万

葉
集
」
と
京
都
大
学
本
の
み
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
両
本
に
お
け
る
禁
裏
御
本
由
来
の
書
入
の
関
係
を

見
て
い
く
こ
と
が
、
京
都
大
学
本
と
禁
裏
御
本
と
の
関
係
、
さ
ら
に
、
中
院
本
系
統
諸
本
及
び
禁
裏

御
本
由
来
の
書
入
を
持
つ
諸
本
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

禁
裏
御
本
由
来
の
書
入
は
、
完
本
の
伝
わ
ら
な
い
仙
覚
寛
元
本
の
内
容
を
反
映
し
て
い
る
と
も
考
え

 　
　
　

解
　
題

　

京
都
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
す
る
『
曼
朱
院
本　

萬
葉
集
』（4-23/

マ/2

貴
別
）
は
、
江
戸

初
期
の
書
写
と
さ
れ
る
縦
三
〇
．
七
㎝
、
横
二
三
．
二
㎝
の
袋
綴
冊
子
二
〇
巻
で
、
半
葉
八
行
書
き

の
罫
紙
を
用
い
、
題
詞
を
高
く
、
歌
を
低
く
書
く
。
訓
は
、
墨
・
朱
・
紺
青
で
書
き
分
け
ら
れ
、
全

巻
に
代
赭
、
巻
一
か
ら
巻
二
の
一
九
六
番
歌
ま
で
に
藍
青
の
書
入
を
有
す
る
本
で
あ
る
。

　
『
万
葉
集
』
伝
本
の
う
ち
、
仙
覚
文
永
三
年
本
系
統
の
ひ
と
つ
に
寂
印
、
成
俊
ら
の
手
を
経
た
寂

印
成
俊
本
系
統
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
巻
七
に
錯
簡
の
な
い
本
で
、
今
川
範
政

が
仙
覚
文
永
本
に
由
阿
相
伝
の
本
で
校
合
を
加
え
た
禁
裏
御
本
と
の
校
合
を
代
赭
ま
た
は
紫
で
書
き

入
れ
た
も
の
を
中
院
本
系
統
と
呼
ん
で
い
る
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵『
曼
朱
院
本　

萬
葉
集
』

は
、
そ
の
中
院
本
系
統
の
一
伝
本
で
あ
り
、『
校
本
万
葉
集
』
で
は
中
院
本
系
統
の
代
表
と
し
て
京

都
帝
国
大
学
本
の
名
称
で
解
説
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、
該
本
を
京
都
大
学
本
と
称
す
る
）。
京
都
大

学
本
に
見
ら
れ
る
書
入
の
う
ち
、
代
赭
に
よ
る
も
の
は
禁
裏
御
本
に
由
来
し
、
藍
青
に
よ
る
も
の
は

紀
州
本
系
統
の
伝
本
と
の
校
合
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

京
都
大
学
本
が
属
す
る
中
院
本
系
統
は
、『
万
葉
集
』
の
中
で
は
比
較
的
伝
本
が
多
く
、
該
本
以

外
に
も
谷
森
本
（
焼
失
）・
谷
森
氏
一
本
・
多
和
文
庫
本
・
伝
空
性
法
親
王
筆
本
・
岩
崎
文
庫
一
本
・

野
宮
定
基
筆
本
・
大
島
雅
太
郎
氏
所
蔵
本
が
、『
校
本
万
葉
集
』
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
書
名
は
『
校

本
万
葉
集
』
に
従
う
）。
そ
の
他
に
も
、
前
田
家
仙
覚
本
・
宮
城
県
立
図
書
館
伊
達
文
庫
本
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
院
本
系
統
と
同
じ
寂
印
成
俊
本
系
統
で
も
巻
七
に
錯
簡
を
持
つ
近
衛
本
や

図
書
寮
一
本
、
他
系
統
本
文
を
持
つ
陽
明
文
庫
所
蔵
「
古
活
字
本
万
葉
集
」
や
学
習
院
大
学
日
本
語

日
本
文
学
科
研
究
室
所
蔵
『
万
葉
集
』
に
も
、
中
院
本
系
統
と
の
校
合
に
よ
る
も
の
か
と
考
え
ら
れ

る
書
入
が
確
認
で
き
る
な
ど
、
中
世
末
期
か
ら
近
世
に
お
い
て
、
か
な
り
流
布
し
た
伝
本
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

　

中
院
本
系
統
の
特
徴
は
、
禁
裏
御
本
と
の
校
合
が
代
赭
ま
た
は
紫
で
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ

　
　
　

翻
刻
　
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
曼
朱
院
本
　
萬
葉
集
』（4-23/

マ/2

貴
別
）
巻
一
～
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
呂
　
　
香　
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ら
れ
て
お
り
、
そ
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
、
京
都
大
学
本
の
書
入
を
調
査
す
る
の
に
は
、
困
難
が
伴
っ
た
。『
校
本
万

葉
集
』
に
お
け
る
京
都
大
学
本
の
校
異
は
新
増
補
ま
で
含
め
れ
ば
十
分
に
詳
細
で
あ
る
が
、
禁
裏
御

本
由
来
の
代
赭
書
入
は
、
左
右
訓
の
入
れ
替
え
記
号
な
ど
が
多
く
、
具
体
的
な
書
入
の
様
子
が
掴
み

づ
ら
い
。
ま
た
、
声
点
や
訓
点
は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
藍
青
の
書
入
に
つ
い
て
も
反
映
さ
れ
て
い

な
い
な
ど
、
伝
本
研
究
の
立
場
か
ら
は
不
十
分
な
点
が
あ
る
。
そ
れ
を
補
う
よ
う
に
、
現
在
、
京
都

大
学
本
は
、全
巻
の
カ
ラ
ー
画
像
が
京
都
大
学
附
属
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
貴
重
資
料
画
像（http://

edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/index.htm
l

）
に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
残
念
な
こ
と

に
、
代
赭
書
入
は
褪
色
が
激
し
く
、
画
像
上
で
の
確
認
が
困
難
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
国
文
学
研
究
資
料
館　

共
同
研
究
（
特
定
研
究
）「
万
葉
集
伝
本
の
書
写
形
態
の
総
合

的
研
究
」（
研
究
代
表
者　

田
中
大
士
）
の
一
環
と
し
て
、
京
都
大
学
本
代
赭
書
入
全
容
の
解
明
、

ま
た
、
寂
印
成
俊
本
系
統
に
お
け
る
京
都
大
学
本
の
位
置
づ
け
解
明
の
た
め
に
、
全
冊
を
カ
ラ
ー
で

翻
刻
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
き
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
不
十
分
な
点
は
多
々
あ
る
か
と
思
う
が
、

今
後
の
研
究
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
と
考
え
て
、
こ
こ
に
巻
一
～
十
を
公
開
す
る
。

　

な
お
、
巻
一
～
五
に
つ
い
て
は
、『
国
文
学
研
究
資
料
館　

共
同
研
究
（
特
定
研
究
）
研
究
成
果

報
告
書　

万
葉
集
伝
本
の
書
写
形
態
の
総
合
的
研
究　

資
料
編
』
に
も
掲
載
し
た
が
、
判
型
を
原
本

に
近
い
Ａ
４
縦
と
し
、
各
頁
に
頁
数
を
入
れ
る
な
ど
、
多
少
の
改
訂
を
加
え
た
た
め
、
再
度
、
公
開

す
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
（
補
記
）　

本
稿
の
作
成
に
当
た
り
、リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
嘉
村
雅
江
氏
の
協
力
を
得
た
。

　
　
　
　
　
　

特
に
、
傍
訓
の
入
力
、
校
正
作
業
等
で
は
大
き
な
力
と
な
っ
て
く
れ
た
。
こ
こ
に
、

　
　
　
　
　
　

本
稿
の
協
力
者
と
し
て
名
を
記
し
、
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
　
　

凡
　
例

一　

本
稿
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
曼
朱
院
本　

萬
葉
集
』（4-23/

マ/2

貴
別
）
の
巻

　
　

一
～
十
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

二　

各
巻
と
も
墨
付
き
の
部
分
の
み
を
翻
刻
し
、
表
紙
及
び
遊
紙
は
翻
刻
し
な
か
っ
た
。

三　

各
頁
に
頁
数
及
び
丁
数
を
、
各
歌
に
は
旧
国
歌
大
観
の
歌
番
号
を
付
し
た
。

四　

行
配
置
、
字
配
り
は
極
力
原
本
に
従
っ
た
が
、
罫
線
は
反
映
し
な
か
っ
た
。

五　

本
文
漢
字
は
、
江
戸
期
の
書
写
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
積
極
的
に
異
体
字
の
認
定
を
行
い
、

　
　

概
ね
新
字
に
統
一
し
、「
手
偏
」「
木
偏
」
の
別
や
「
己
」「
巳
」「
已
」
の
別
は
、
本
文
表
記
が

　
　

不
安
定
で
あ
る
た
め
、
歌
意
を
優
先
し
て
漢
字
を
選
択
し
た
。

六　

翻
刻
に
は
以
下
の
色
を
用
い
た
。

　
　
　
（
１
）　

墨　
　
（
２
）　

紺
青　
　
（
３
）　
朱　
　
（
４
）　

代
赭　
　
（
５
）　

藍
青

墨
・
紺
青
・
朱
に
よ
る
記
載
は
、
仙
覚
文
永
三
年
本
系
統
の
寂
印
成
俊
本
の
本
文
部
分
で
あ
り
、

紺
青
の
訓
は
、
仙
覚
に
よ
っ
て
改
め
ら
れ
た
訓
、
朱
の
訓
は
、
仙
覚
に
よ
っ
て
新
た
に
付
さ

れ
た
と
さ
れ
る
訓
で
あ
る
。
代
赭
は
、
今
川
範
政
が
仙
覚
文
永
本
に
由
阿
相
伝
の
本
で
校
合

を
加
え
た
禁
裏
御
本
と
の
校
合
に
よ
る
書
入
を
転
写
し
た
も
の
、
藍
青
は
、
紀
州
本
系
統
の

伝
本
と
の
校
合
に
よ
る
書
入
で
あ
る
。

七　

翻
刻
に
は
以
下
の
記
号
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
本
稿
の
目
的
が
、
代
赭
書
入
全
容
の
解
明
に
資

す
る
こ
と
に
あ
る
た
め
、
代
赭
に
よ
る
ミ
セ
ケ
チ
を
重
視
し
、
原
本
の
状
態
と
は
異
な
る
が
、

対
象
の
文
字
の
上
に
の
せ
る
方
法
を
採
っ
た
。
な
お
、
声
点
と
ミ
セ
ケ
チ
に
つ
い
て
は
、
判

然
と
し
な
い
も
の
が
多
い
。『
校
本
万
葉
集
』
の
記
述
に
概
ね
従
い
、
記
載
の
あ
る
も
の
を
ミ
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セ
ケ
チ
、
な
い
も
の
を
声
点
と
し
た
が
、
一
部
、
声
点
を
ミ
セ
ケ
チ
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

　
　
　
（
１
）　

ミ
セ
ケ
チ

　
　
　
（
２
）　

移
動
記
号

　
　
　
　
　
　

・
左
右
の
訓
を
入
れ
替
え
る

　
　
　
　
　
　

・
左
の
訓
を
右
に
移
す

　
　
　
　
　
　

・
右
の
訓
を
左
に
移
す

　
　
　
（
３
）　

異
本
表
記　
　

  

イ

　
　
　
（
４
）　

合
点

　
　
　
（
５
）　

声
点
・
訓
点
等
は
原
本
の
ま
ま
に
記
し
た
。

八　

本
稿
の
た
め
に
、
所
蔵
者
で
あ
る
京
都
大
学
附
属
図
書
館
よ
り
許
可
を
頂
き
、
ま
た
、
多
大
な

　
　

る
ご
配
慮
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
、
謹
ん
で
感
謝
を
記
す
。


